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  ４年生以上で行われる、「かがやきクラブ」の１回目が、 

 ６月８日に実施されました。理科クラブは、スライム作りに 

挑戦しました。洗濯のりとホウ砂を合わせてかき混ぜ、スラ 

イムができる瞬間に歓声が上がっていました。運動クラブで 

は、おにごっこ、バドミントン、ドッヂボールとさまざまな 

種目に挑戦しました。普段の体育とは違う異学年のメンバー 

での活動に笑顔いっぱい取り組みました。野外クラブでは、 

山形県神室少年自然の家の方から来ていただき、火おこしに 

挑戦しました。２つのチームが見事火をおこすことができま 

 した。どのクラブも生き生きと活動していました。    

 

 
  
 町人権擁護委員の方々、町民課のご支援・ご協力で今年

も花いっぱい運動を進めることができました。６月８日

（水）４年生以上の児童で、プランターにベゴニアを植え

ました。玄関前の駐車場で行う予定でしたが、雨天のため、

体育館にブルーシートを敷いて行いました。町人権擁護委

員の方々からは、「協力して水かけをして、花の命を大切に

してください。」というお話をしていただきました。プラン

ターは、今年も体育館の前に並べました。たくさんのベゴ

ニアが並び、学校の玄関前がさらに明るく、きれいになり

ました。  

                     あさひ小学校では、今年度も各学年、学校全体で 
                     ふるさと学習に取り組んでいきます。 

 

 

  

  

 

 

 

 

【校 訓】  

    磨けば光り輝く 
【教育目標】 
   あいされ ささえあい ひとみ輝く 

      あさひっ子の育成 

６月限定 かがやきクラブの様子から 

花いっぱい運動 

中村湿原見学（３年） 甚五右ヱ門芋植え（5年）

６月１０日（金）講師に伝承野菜農家 森の家 

代表 佐藤春樹氏をお迎えし、伝承野菜 甚五右

ヱ門芋の苗を植えました。その後、教室に移動し、

子ども達が佐藤さんにたくさんの質問をしなが

ら、学習が進みました。おいしい芋を作るこつなど

をしっかりメモしました。秋の収穫まで、日々の世

話も協力してがんばっていこうという決意なども

発表されました。 
 

野外クラブ  火おこしに挑戦 

ふるさと学習の推進  

６月１３日（月）講師の中村湿原を守る会代表 

髙橋喜久美氏のご指導で、中村湿原を見学しまし

た。ハッチョウトンボ、モリアオガエルの卵や、湿

原の生態系を見せてもらい、分かりやすく解説し

ていただきました。私たちの学区には、豊かな自然

があること、そして、その自然を守ってくださって

いる方々がいらっしゃることを学んできました。 
 


